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② 居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

 

 

 

 

 

 
 

 

③ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業所
じぎょうしょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だい

２章
しょう

 各分
かくぶん

野別
やべつ

施策
せさく

の基本
きほん

方向
ほうこう

 

 

 １ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた理解
りかい

と交流
こうりゅう

の促進
そくしん

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 誰
だれ

もが暮
く

らしやすい共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に

安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」（以下
い か

「条例
じょうれい

」といいます。）等
とう

に基
もと

づ

き、障害
しょうがい

及
およ

び求
もと

められる配慮
はいりょ

等
とう

に関
かん

する理解
りかい

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めるための広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

するとともに、相互
そうご

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

します。 

短期
たんき

入所
にゅうしょ

 109   373 

計
けい

 635 12,387  

種
しゅ

  別
べつ

 事業所数
じぎょうしょすう

 定
てい

 員
いん

 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

  50 2,516 

種
しゅ

  別
べつ

 事業所数
じぎょうしょすう

 定
てい

 員
いん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（ Ｇ Ｈ
グループホーム

）  110 1,330 
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 また、条例
じょうれい

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

等
とう

に基
もと

づき、障害
しょうがい

のある人
ひと

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

している社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

するための取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

等
とう

、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

のための取組
とりくみ

を

推進
すいしん

します。 

 

 

  (1) 心
こころ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

 

    障害
しょうがい

の有無
う む

に関
かか

わらず、誰
だれ

もが暮
く

らしやすい共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、府民
ふみん

誰
だれ

もが、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

等
とう

の自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を確保
かくほ

することの重要性
じゅうようせい

について

理解
りかい

を深
ふか

め、一人
ひとり

ひとりが互
たが

いを思
おも

いやり、支
ささ

え合
あ

えるようにするため、幅広
はばひろ

い府民
ふみん

への啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

し、「心
こころ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

」を推進
すいしん

します。 

 

   

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方々
かたがた

が毎日
まいにち

の生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で支障
ししょう

となる様々
さまざま

な

社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（バリア
ば り あ

）をなくしていくため、府民
ふみん

一人
ひとり

ひとりが、それぞれの立場
たちば

でできる支援
しえん

をする応援者
おうえんしゃ

となっていただけるよう、心
こころ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

を推進
すいしん

する啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

しま

す。      

また、多様
たよう

な障害
しょうがい

を正
ただ

しく理解
りかい

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

に支援
しえん

の手
て

をさしのべる

「障害者
しょうがいしゃ

サポーター
さ ぽ ー た ー

（仮称
かしょう

）」を養成
ようせい

します。 

 

   ○ 条例
じょうれい

の趣旨
しゅし

・内容
ないよう

を広
ひろ

く府民
ふみん

に周知
しゅうち

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

と府民
ふみん

の理解
りかい

を促進
そくしん

す

るため、府
ふ

の各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を通
とお

して啓発
けいはつ

を実施
じっし

するとともに、市町村
しちょうそん

やテレビ
て れ び

、新聞
しんぶん

等
とう

の

マスメディア
ま す め で ぃ あ

の協 力
きょうりょく

を得
え

ながら啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

します。 

 

 



- 34 - 

 

   ○ 「障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

」（１２月
がつ

３日
にち

～９日
にち

）を中心
ちゅうしん

として、府内
ふない

各市町村
かくしちょうそん

において「ほっと

はあと製品
せいひん

」の配付
はいふ

など、街頭
がいとう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
とう

を積極的
せっきょくてき

に実施
じっし

するとともに、障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の

啓発
けいはつ

ポスター
ぽ す た ー

及
およ

び体験
たいけん

作文
さくぶん

のコンクール
こ ん く ー る

を行
おこな

います。   

    

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

、関係者
かんけいしゃ

等
とう

が一同
いちどう

に集
つど

い、広
ひろ

く障害
しょうがい

についての理解
りかい

と関心
かんしん

を深
ふか

め、 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の意欲
いよく

を増進
ぞうしん

するとともに、府内
ふない

各地域
かくちいき

における「障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

」の啓発
けいはつ

を一層
いっそう

強化
きょうか

するため、｢京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

のつどい｣を開催
かいさい

します。 

 

    ○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

及
およ

びその家族
かぞく

からの相談
そうだん

に応
おう

じ必要
ひつよう

な助言
じょげん

等
とう

を行
おこな

うとともに、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

する正
ただ

しい知識
ちしき

と理解
りかい

の普及
ふきゅう

に努
つと

めるなど、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と

社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

る「こころの健康
けんこう

推進員
すいしんいん

」を設置
せっち

します。 

 

 ○ 認知症
にんちしょう

啓発
けいはつ

の企画
きかく

・実働
じつどう

部隊
ぶたい

である「オレンジロード
お れ ん じ ろ ー ど

つなげ隊
たい

」を各圏域
かくけんいき

で組織化
そ し き か

し、

戦略的
せんりゃくてき

な啓発
けいはつ

活動
かつどう

を展開
てんかい

します。また、認知症
にんちしょう

を正
ただ

しく理解
りかい

し、認知症
にんちしょう

の人
ひと

及
およ

びその家族
かぞく

を温
あたた

かく見守
みまも

る応援者
おうえんしゃ

として「認知症
にんちしょう

サポーター
さ ぽ ー た ー

」の養成
ようせい

を促進
そくしん

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【参考
さんこう

】 

心
こころ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

（バリアフリー
ば り あ ふ り ー

・ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

推進
すいしん

要綱
ようこう

（内閣府
ないかくふ

）） 

  誰
だれ

もが、支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方々
かたがた

の自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を確保
かくほ

することの重要性
じゅうようせい

について理解
りかい

を深
ふか

め、自然
しぜん

に支
ささ

え合
あ

うことができるようにすることです。 
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  (2) 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（バリア
ば り あ

）を除去
じょきょ

する取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

    条例
じょうれい

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

等
とう

に基
もと

づく、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

いや合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

について、広
ひろ

く府民
ふみん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

める啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

うとともに、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

に応
おう

じる相談
そうだん

体制
たいせい

、調整
ちょうせい

体制
たいせい

を整備
せいび

し、バリア
ば り あ

の解消
かいしょう

を支援
しえん

します。 

 

○ 条例
じょうれい

のガイドライン
が い ど ら い ん

等
とう

により、広
ひろ

く府民
ふみん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

に、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

いの具体的
ぐたいてき

事例
じれい

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

への配慮
はいりょ

の望
のぞ

ましい事例
じれい

などを周知
しゅうち

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の社会
しゃかい

参加
さんか

を制約
せいやく

するバリア
ば り あ

の解消
かいしょう

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とした不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

いや合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の個別
こべつ

の事案
じあん

について、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

に応
おう

じる体制
たいせい

を整備
せいび

するとともに、条例
じょうれい

に基
もと

づく「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

等
とう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

」

を設置
せっち

し、より専門性
せんもんせい

の高
たか

い不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

いの事案
じあん

等
とう

の助言
じょげん

・あっせんによる解決
かいけつ

を図
はか

り

ます。 

 

    ○ 行政
ぎょうせい

機関
きかん

、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

の合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

するため、行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

の窓口
まどぐち

職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

を対象
たいしょう

とするセミナー
せ み な ー

の実施
じっし

等
とう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

  (3) 権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

 

    障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

及
およ

び高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づき、市町村
しちょうそん

や専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

・

協 力
きょうりょく

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

への虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

、再発
さいはつ

防止
ぼうし

等
とう

の取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、障害
しょうがい

や高齢
こうれい

により判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でなくなった方々
かたがた

の生活
せいかつ

を守
まも

る成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

等
とう

の利用
りよう

促進
そくしん

を図
はか

り、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

を推進
すいしん

します。 
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○ 市町村
しちょうそん

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

の関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

について、広
ひろ

く府民
ふみん

に周知
しゅうち

し、虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

や早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

を図
はか

ります。 

 

○ 「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

・高齢者
こうれいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」において、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

と連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

して、専門
せんもん

職
しょく

チーム
ち ー む

の市町村
しちょうそん

への派遣
はけん

、専門
せんもん

職
しょく

による電話
でんわ

相談
そうだん

を行
おこな

うなど、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の対応
たいおう

窓口
まどぐち

となる市町村
しちょうそん

の権利
けんり

擁護
ようご

の取組
とりくみ

をきめ細
こま

かく支援
しえん

します。 

 

○ 虐待
ぎゃくたい

事例
じれい

に基
もと

づき、市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とする事例
じれい

検討会
けんとうかい

を行
おこな

うとともに、市町村
しちょうそん

等
とう

が開催
かいさい

する権利
けんり

擁護
ようご

研修
けんしゅう

等
とう

に専門
せんもん

職
しょく

の講師
こうし

を派遣
はけん

するなど、関係
かんけい

職員
しょくいん

のスキルアップ
す き る あ っ ぷ

や

資質
ししつ

向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

・事業所
じぎょうしょ

を対応
たいおう

とする虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

研修
けんしゅう

を開催
かいさい

し、施設
しせつ

・事業所
じぎょうしょ

における障害
しょうがい

者虐
しゃぎゃく

待
まつ

の未然
みぜん

防止
ぼうし

等
とう

の取組
とりくみ

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

○ 家庭
かてい

裁判所
さいばんしょ

、市町村
しちょうそん

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

の関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の正
ただ

しい知識
ちしき

の周
しゅう

知
ち

を図
はか

り、制度
せいど

の適切
てきせつ

な利用
りよう

を促進
そくしん

します。 

 

○ 法人
ほうじん

後見
こうけん

の取組
とりくみ

や市民
しみん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

等
とう

を促進
そくしん

するため、市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とする

先進
せんしん

事例
じれい

等
とう

の勉強会
べんきょうかい

を開催
かいさい

するとともに、市町村
しちょうそん

が行
おこな

う成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

や

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

法人
ほうじん

後見
こうけん

支援
しえん

事業
じぎょう

を支援
しえん

します。 

 

   ○ 京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

センター
せ ん た ー

やきょうと高齢者
こうれいしゃ

・障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

における

専門
せんもん

相談
そうだん

体制
たいせい

や金銭
きんせん

管理
かんり

等
とう

日常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることにより、障害
しょうがい

のある人
ひと

の

権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

と安心
あんしん

できる地域
ちいき

生活
せいかつ

の確保
かくほ

を図
はか

ります。 
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   ○ 認知症
にんちしょう

高齢者
こうれいしゃ

、知的
ちてき

障害
しょうがい

のある人
ひと

、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

など、判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な人
ひと

に対
たい

して、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用
りよう

援助
えんじょ

（福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

・助言
じょげん

、利用
りよう

手続
てつづき

、

利用料
りようりょう

支払
しはら

いの援助
えんじょ

、日常的
にちじょうてき

金銭
きんせん

管理
かんり

等
とう

）を行
おこな

うことにより、安心
あんしん

して地域
ちいき

で自立
じりつ

した

生活
せいかつ

が送
おく

れるように支援
しえん

します。 

 

 

 

(4) 交流
こうりゅう

及び
および

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

と障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

との交流
こうりゅう

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

など、障害
しょうがい

のある

人
ひと

とない人
ひと

との交流
こうりゅう

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

し、相互
そうご

の理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

  

○ 障害
しょうがい

のある幼児
ようじ

、児童
じどう

及
およ

び生
せい

徒
と

とその教育
きょういく

について地域
ちいき

社会
しゃかい

の理解
りかい

を深
ふか

めるため、

学校間
がっこうかん

交流
こうりゅう

、地域
ちいき

社会
しゃかい

の人々
ひとびと

との交流
こうりゅう

、居住地
きょじゅうち

の児童
じどう

生徒
せいと

等
とう

との交流
こうりゅう

、自然
しぜん

体験
たいけん

活動
かつどう

など、交流
こうりゅう

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

の一層
いっそう

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

めます。 

    

    ○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

の生徒
せいと

自
みずか

らが製作
せいさく

した製品
せいひん

を直接
ちょくせつ

販売
はんばい

し、 職 業
しょくぎょう

教育
きょういく

等
とう

の

学習
がくしゅう

成果
せいか

の発
はつ

表
ひょう

を通
つう

じて、高等部
こうとうぶ

生徒
せいと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の意欲
いよく

を高
たか

め、人
ひと

と接
せっ

する態度
たいど

を

育
そだ

てるとともに、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

で学
まな

ぶ生徒
せいと

に対
たい

する府民
ふみん

や企業
きぎょう

の理解
りかい

の促進
そくしん

を目指
め ざ

します。 

 

   ○ 好立地
こうりっち

にある「ぶらり嵐山
あらしやま

」を有効
ゆうこう

活用
かつよう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の手
て

づくり製品
せいひん

等
とう

の展示
てんじ

・

販売
はんばい

等
とう

を行
おこな

い、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参画
さんかく

への理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、交流
こうりゅう

機会
きかい

の拡大
かくだい

を

図
はか

ります。 

 

   ○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

などの障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

施設
しせつ

と、保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

と
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が交流
こうりゅう

する取組
とりくみ

を支援
しえん

するなど、障害
しょうがい

のある人
ひと

や子
こ

ども・高齢者
こうれいしゃ

など多
おお

くの人々
ひとびと

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

します。 

 

 

２ 教育
きょういく

の推進
すいしん

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

の中
なか

で必要
ひつよう

な支援
しえん

のもと、年齢
ねんれい

や能力
のうりょく

、障害
しょうがい

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を、可能
かのう

な限
かぎ

り障害
しょうがい

のない児童
じどう

生徒
せいと

と共
とも

に受
う

けることので

きる仕組
し く

みを構築
こうちく

します。 

 

  (1) インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教育
きょういく

システム
し す て む

の構築
こうちく

 

    「京都府
きょうとふ

教育
きょういく

振興
しんこう

プラン
ぷ ら ん

」に基
もと

づき、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

一人
ひとり

ひとりの自立
じりつ

や社会
しゃかい

参加
さんか

を目指
め ざ

し、就学前
しゅうがくまえ

から卒業後
そつぎょうご

までの一貫
いっかん

した特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 就学
しゅうがく

に関
かん

して、幼児
ようじ

、児童
じどう

及
およ

び生徒
せいと

、保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する十分
じゅうぶん

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

い、可能
かのう

な限
かぎ

りその意向
いこう

を尊重
そんちょう

して就学先
しゅうがくさき

が決定
けってい

されるよう市町
しちょう

（組合
くみあい

）教育
きょういく

委員会
いいんかい

の取組
とりくみ

を

支援
しえん

します。 

 

    ○ 京都府
きょうとふ

スーパーサポートセンター
す ー ぱ ー さ ぽ ー と せ ん た ー

において、専門性
せんもんせい

を活
い

かした教員
きょういん

研修
けんしゅう

や公開
こうかい

講座
こうざ

、

小 中
しょうちゅう

学校
がっこう

等
とう

の校内
こうない

研修
けんしゅう

への講師
こうし

派遣
はけん

、府
ふ

南部
なんぶ

の視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある子
こ

どもへの

教育
きょういく

相談
そうだん

や検査
けんさ

など、発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む障害
しょうがい

のある子
こ

どもたち一人
ひとり

ひとりへの支援
しえん

の

充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 
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   ○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

に設置
せっち

する地域
ちいき

支援
しえん

センター
せ ん た ー

において、医療
いりょう

・福祉
ふくし

・労働
ろうどう

等
とう

関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

 

し、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

への早期
そうき

からの教育
きょういく

相談
そうだん

及
およ

び情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、小中学校
しょうちゅうがっこう

等
とう

へ 

の研修
けんしゅう

支援
しえん

など、府内
ふない

各地域
かくちいき

における教育
きょういく

相談
そうだん

・支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

   ○ 障害
しょうがい

がある幼児
ようじ

児童
じどう

生徒
せいと

の情報
じょうほう

（成長
せいちょう

記録
きろく

、支援
しえん

内容
ないよう

等
とう

）が、保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

、

小中学校
しょうちゅうがっこう

、高等
こうとう

学校間
がっこうかん

でしっかり引
ひ

き継
つ

がれ、適切
てきせつ

な支援
しえん

が行
おこな

われるよう、教育
きょういく

委員会
いいんかい

と福祉
ふくし

部局
ぶきょく

が連携
れんけい

して「支援
しえん

ファイル
ふ ぁ い る

」や「移行
いこう

支援
しえん

シート
し ー と

」の活用
かつよう

を促進
そくしん

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある幼児
ようじ

が就園
しゅうえん

している私
し

立
りつ

幼稚園
ようちえん

に対
たい

する運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

し、障害
しょうがい

のある幼児
ようじ

の就
しゅう

園
えん

促進
そくしん

と幼児
ようじ

教育
きょういく

の振興
しんこう

を図
はか

ります。 

 

○ 障害
しょうがい

のある生徒
せいと

が在籍
ざいせき

している私
し

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

に対
たい

する運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

し、障害
しょうがい

のある

生徒
せいと

の就学
しゅうがく

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

   ○ 高等部
こうとうぶ

卒業後
そつぎょうご

の職 業 的
しょくぎょうてき

自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

等
とう

のため、「就労
しゅうろう

支援
しえん

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

」

の配置
はいち

など労働
ろうどう

等
とう

関係
かんけい

機関
きかん

と一体的
いったいてき

に連携
れんけい

した就労
しゅうろう

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めるとともに、

各学校
かくがっこう

の特色
とくしょく

を生
い

かした職 業
しょくぎょう

教育
きょういく

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

（特色
とくしょく

を生
い

かした取組
とりくみ

） 

  ・ 三療
さんりょう

（あん摩
ま

マッサージ
ま っ さ ー じ

指圧
しあつ

・はり・きゅう）教育
きょういく

 （盲
もう

学校
がっこう

） 

  ・ 情報
じょうほう

活用
かつよう

能力
のうりょく

の育成
いくせい

 （聾
ろう

学校
がっこう

） 

  ・ 喫茶
きっさ

、清掃
せいそう

技能
ぎのう

等
とう

の実習
じっしゅう

（知的
ちてき

障害
しょうがい

・肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

教育校
きょういくこう

） 
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(2) 教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

    障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

の中
なか

で必要
ひつよう

な支援
しえん

のもと、年齢
ねんれい

や能力
のうりょく

、障害
しょうがい

の

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を受
う

けられるよう、特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

の

多様
たよう

な障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

 ○ 府
ふ

南部
なんぶ

地域
ちいき

の特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒数
せいとすう

の増加
ぞうか

に対応
たいおう

するため、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の新設
しんせつ

も視野
し や

に入
い

れた抜
ばっ

本的
ぽんてき

対応
たいおう

策
さく

を検討
けんとう

し、教育
きょういく

条件
じょうけん

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

みます。 

   

 

  

【参考
さんこう

】 

インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教育
きょういく

システム
し す て む

（障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

第
だい

24条
じょう

） 

  人間
にんげん

の多様性
たようせい

の尊重
そんちょう

等
とう

の強化
きょうか

、障害者
しょうがいしゃ

が精神的
せいしんてき

及
およ

び身体的
しんたいてき

な能力
のうりょく

等
とう

を可能
かのう

な限
かぎ

り

最大
さいだい

限度
げんど

まで発揮
はっき

させ、自由
じゆう

な社会
しゃかい

に効果的
こうかてき

に参加
さんか

することを可能
かのう

とするとの目的
もくてき

の下
もと

、

障害
しょうがい

のある者
もの

と障害
しょうがい

のない者
もの

が共
とも

に学
まな

ぶ仕組
し く

みのことです。 

支援
しえん

ファイル
ふ ぁ い る

・移行
いこう

支援
しえん

シート
し ー と

 

  乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

、成人期
せいじんき

まで、障害
しょうがい

のある幼児
ようじ

児童
じどう

生徒
せいと

の情報
じょうほう

（成長
せいちょう

記録
きろく

や支援
しえん

内容
ないよう

等
とう

）をファイル
ふ ぁ い る

・シート化
し ー と か

し、関係者
かんけいしゃ

が情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

するツール
つ ー る

です。 
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 ○ 小中学校
しょうちゅうがっこう

及
およ

び高等
こうとう

学校
がっこう

において、校内
こうない

委員会
いいんかい

や特別
とくべつ

支援
しえん

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の活用
かつよう

や個別
こべつ

の指導
しどう

計画
けいかく

の作成
さくせい

など、特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

への支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。また、京都府
きょうとふ

スーパーサポートセンター
す ー ぱ ー さ ぽ ー と せ ん た ー

の専門性
せんもんせい

を活
い

かした教員
きょういん

の指導力
しどうりょく

の向上
こうじょう

等
とう

、

地域
ちいき

支援
しえん

センター
せ ん た ー

と連携
れんけい

し重層的
じゅうそうてき

な支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

 ○ 障害
しょうがい

の重度
じゅうど

・重複化
ちょうふくか

、多様化
た よ う か

に対応
たいおう

し、障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

一人
ひとり

ひとりのニーズ
に ー ず

に応
おう

じて

適切
てきせつ

な指導
しどう

及
およ

び必要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

うため、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

で医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を実施
じっし

するための喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

等
とう

研修
けんしゅう

の実施
じっし

や体制
たいせい

整備
せいび

を行
おこな

うとともに、医療
いりょう

専門
せんもん

職
しょく

の指導
しどう

助言
じょげん

を得
え

るなど、教員
きょういん

の指導力
しどうりょく

の一層
いっそう

の向上
こうじょう

に努
つと

めます。 

 

 ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の心
こころ

豊
ゆた

かな生活
せいかつ

に向
む

けて、学習
がくしゅう

参加
さんか

や社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るとともに、

障害
しょうがい

がある人
ひと

への理解
りかい

を深
ふか

める学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

を行
おこな

うために必要
ひつよう

な社会
しゃかい

教育
きょういく

指導者
しどうしゃ

の

資質
ししつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

 ○ 障害
しょうがい

の重度
じゅうど

・重複化
ちょうふくか

、多様化
た よ う か

に対応
たいおう

した低床型
ていしょうかた

スクールバス
す く ー る ば す

の整備
せいび

や個別
こべつ

の教育的
きょういくてき

ニーズ
に ー ず

に対応
たいおう

する教材
きょうざい

等
とう

の整備
せいび

を図
はか

ります。 
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 ３ 生活
せいかつ

の支援
しえん

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に沿
そ

った様々
さまざま

な

生活上
せいかつじょう

の課題
かだい

やニーズ
に ー ず

に対応
たいおう

した支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を進
すす

めるとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

の

自己
じ こ

選択
せんたく

や自己
じ こ

決定
けってい

が尊重
そんちょう

される利用者本
りようしゃほん

位
い

の支援
しえん

を促進
そくしん

します。 

 

  (1) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき、身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

支援
しえん

を受
う

けることができる

体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、様々
さまざま

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

に対応
たいおう

した相談
そうだん

支援
しえん

を提供
ていきょう

する体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

り

ます。 

 

   ○ 各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

や医療的
いりょうてき

ケア
け あ

、

精神
せいしん

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

などの各専門
かくせんもん

部会
ぶかい

を置
お

いて、ゼネラルケアマネージャー
ぜ ね ら る け あ ま ね ー じ ゃ ー

を中心
ちゅうしん

と

する関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

とのネットワーク
ね っ と わ ー く

を構築
こうちく

し、困難
こんなん

事例
じれい

等
とう

への広域的
こういきてき

な対応
たいおう

を図
はか

ります。 

 

   ○ 相談
そうだん

支援
しえん

の質
しつ

の向上
こうじょう

及
およ

びサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

等
とう

を図
はか

るため、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

、スキルアップ
す き る あ っ ぷ

を進
すす

めるとともに、相談
そうだん

担当
たんとう

職員
しょくいん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う人材
じんざい

の

養成
ようせい

を図
はか

るなど、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

します。 

 

   ○ ゲートキーパー
げ ー と き ー ぱ ー

養成
ようせい

研修
けんしゅう

、気軽
きがる

に話
はなし

ができる居場所
い ば し ょ

づくり等
とう

を進
すす

めるとともに、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

や保健所
ほけんじょ

等
とう

の心
こころ

の健康
けんこう

相談
そうだん

の充実
じゅうじつ

、地域
ちいき

で相談
そうだん

に応
おう

じる「こころ

の健康
けんこう

推進員
すいしんいん

」の養成
ようせい

、夜間
やかん

・休日
きゅうじつ

の電話
でんわ

相談
そうだん

の充実
じゅうじつ

等
とう

により、身近
みぢか

な相談
そうだん

体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 



- 43 - 

 

   ○ 学校
がっこう

に臨床
りんしょう

心理士
し ん り し

（スクールカウンセラー
す く ー る か う ん せ ら ー

）を配置
はいち

し、児童
じどう

生徒
せいと

、保護者
ほ ご し ゃ

、教 職 員
きょうしょくいん

へ

の専
せん

門的
もんてき

な助言
じょげん

を行
おこな

うほか、いじめ対策
たいさく

２４時間
じかん

電話
でんわ

相談
そうだん

やメール
め ー る

相談
そうだん

等
とう

により、相談
そうだん

機能
きのう

を充実
じゅうじつ

します。 

 

   ○ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

はばたき及
およ

び発達
はったつ

障害者圏域
しょうがいしゃけんいき

支援
しえん

センター
せ ん た ー

（府内
ふない

６箇所
かしょ

）を

設置
せっち

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

に係
かか

る相談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

います。また、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する府民
ふみん

への理解
りかい

促進
そくしん

のための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

います。 

 

   ○ 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

支援
しえん

拠点
きょてん

における相談
そうだん

支援
しえん

を継続
けいぞく

して実施
じっし

するとともに、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

に関
かか

わる医療
いりょう

機関
きかん

、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

への研修
けんしゅう

や支援
しえん

機関
きかん

相互
そうご

の連携
れんけい

会議
かいぎ

により、地域
ちいき

における高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害者
しょうがいしゃ

への支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

   ○ 府域
ふいき

で生活
せいかつ

する難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

における相談
そうだん

・支援
しえん

、地域
ちいき

交流
こうりゅう

活動
かつどう

の促進
そくしん

な

どを行
おこな

うため、医療
いりょう

機関
きかん

、患者
かんじゃ

団体
だんたい

及
およ

び行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

の連携
れんけい

を強
つよ

め、患者
かんじゃ

等
とう

の療 養 上
りょうようじょう

、

日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の悩
なや

みや不安
ふあん

等
とう

の解消
かいしょう

を図
はか

ります。 

 

○ 就労
しゅうろう

支援
しえん

など患者
かんじゃ

等
とう

の持
も

つ様々
さまざま

なニーズ
に ー ず

に対応
たいおう

するため、難病
なんびょう

総合
そうごう

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

を設置
せっち

し、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

のより一層
いっそう

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

   ○ 「京都府
きょうとふ

認知症
にんちしょう

コールセンター
こ ー る せ ん た ー

」や「認知症
にんちしょう

安心
あんしん

サポート
さ ぽ ー と

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」など、身近
みぢか

に相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

の多様化
た よ う か

により、認知症
にんちしょう

の早期
そうき

発見
はっけん

及
およ

び認知症
にんちしょう

の人
ひと

やその家族
かぞく

の介護
かいご

負担
ふたん

等
とう

の

軽減
けいげん

を図
はか

ります。 
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   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

と同
おな

じ立場
たちば

に立
た

つ当事者
とうじしゃ

が相談
そうだん

に応
おう

じることで障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

えて

いくため、ピアカウンセラー
ぴ あ か う ん せ ら ー

の活用
かつよう

を進
すす

めます。 

 

   ○ 児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

やＤＶ
でぃーぶい

、非行
ひこう

、ひきこもりなど、複雑
ふくざつ

・多様化
た よ う か

する家庭
かてい

問題
もんだい

に迅速
じんそく

・的確
てきかく

に

対応
たいおう

するため、「京都府
きょうとふ

家庭
かてい

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

」を中心
ちゅうしん

に関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

のもと、

家庭
かてい

問題
もんだい

に関
かん

する総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

 

 

 

  (2) 在宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

等
とう

の充実
じゅうじつ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が個々
こ こ

のニーズ
に ー ず

や実態
じったい

に応
おう

じて、自
みずか

らの選択
せんたく

・決定
けってい

により必要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を受
う

けられるよう、市町村
しちょうそん

等
とう

との連携
れんけい

のもと、在宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

等
とう

の量的
りょうてき

・質的
しつてき

な充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

や児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の実施
じっし

計画
けいかく

である

「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

」に定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の必要量
ひつようりょう

の確保
かくほ

に向
む

け、市町村
しちょうそん

や

関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

してサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及び
および

児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づくサービス
さ ー び す

体系
たいけい

に対応
たいおう

した事業所
じぎょうしょ

を確保
かくほ

する

ため、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

に必要
ひつよう

な施設
しせつ

改修
かいしゅう

等
とう

への支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

   ○ 障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の意見
いけん

等
とう

を踏
ふ

まえ、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の「住まい
す ま い

の場
ば

」の確保
かくほ

を

図
はか

るとともに、生活
せいかつ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

等
とう

の「活動
かつどう

の場
ば

」を充実
じゅうじつ

します。 
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   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が必要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を適切
てきせつ

に選択
せんたく

できるよう、ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

や「障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

のてびき」等
とう

を活用
かつよう

しつつ、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

して、制度
せいど

の周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

を行
おこな

う事
じ

業者
ぎょうしゃ

の情報
じょうほう

の提供
ていきょう

に努
つと

めます。 

 

   ○ 創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

し社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

促進
そくしん

などを行
おこな

う地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の機能
きのう

の充実
じゅうじつ

強化
きょうか

を支援
しえん

し、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

   ○ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を必要
ひつよう

とする障害
しょうがい

のある人
ひと

や強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

を受
う

け入
い

れる施設
しせつ

や、

医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

の受入
うけいれ

を行
おこな

う医療
いりょう

機関
きかん

への支援
しえん

等
とう

を行
おこな

い、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
かぞく

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

のできる環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

の質的
しつてき

向上
こうじょう

が図
はか

れるよう、視覚
しかく

、聴覚
ちょうかく

など障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じ

た生活
せいかつ

の機能
きのう

訓練
くんれん

や点字
てんじ

、手話
しゅわ

等
とう

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の確保
かくほ

の支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

   ○ 精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

や保健所
ほけんじょ

等
とう

の心
こころ

の健康
けんこう

相談
そうだん

を充実
じゅうじつ

するとともに、地域
ちいき

保健
ほけん

の拠
きょ

点
てん

である保健所
ほけんじょ

において、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

の技術
ぎじゅつ

支援
しえん

を受
う

けつつ、地域
ちいき

・

職域
しょくいき

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
かいぎ

や障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

等
とう

を活用
かつよう

して、産業
さんぎょう

保健
ほけん

等
とう

との連携
れんけい

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

   ○ 精神
せいしん

疾患
しっかん

の未治療者
みちりょうしゃ

・治療
ちりょう

中断者
ちゅうだんしゃ

等
とう

を適切
てきせつ

に精神科
せいしんか

医療
いりょう

や福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

につなげるよ

う、医療
いりょう

、福祉
ふくし

等
とう

の多職種
たしょくしゅ

チーム
ち ー む

による訪問
ほうもん

支援
しえん

（アウトリーチ
あ う と り ー ち

）を充実
じゅうじつ

します。 

 

   ○ 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

を担
にな

う相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

、退院後
たいいんご

のデイケア
で い け あ

や訪問
ほうもん

支援
しえん

（アウトリーチ
あ う と り ー ち

）、精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

するとともに、障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう
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議会
ぎかい

等
とう

を通
つう

じ、精神科
せいしんか

医療
いりょう

機関
きかん

、訪問
ほうもん

看護
かんご

ステーション
す て ー し ょ ん

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

、市町村
しちょうそん

等
とう

と連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

して、入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

及
およ

び退院
たいいん

患者
かんじゃ

の

地域
ちいき

定着
ていちゃく

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 精神
せいしん

疾患
しっかん

の患者
かんじゃ

・家族
かぞく

が地域
ちいき

で孤立
こりつ

せず、患者
かんじゃ

・家族
かぞく

同士
どうし

のピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

を受
う

けられる

よう、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

、保健所
ほけんじょ

等
とう

において、精神
せいしん

疾患
しっかん

ごとの特性
とくせい

に応
おう

じて、相談
そうだん

支援
しえん

や患者
かんじゃ

・家族
かぞく

教室
きょうしつ

を行
おこな

うとともに、患者
かんじゃ

・家族会
かぞくかい

による「交流
こうりゅう

の場
ば

」を支援
しえん

しま

す。 

 

   ○ 高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

し、医療
いりょう

、福祉
ふくし

、行政
ぎょうせい

の連携
れんけい

により、リハビリ
り は び り

医療
いりょう

から

就労
しゅうろう

までを継続
けいぞく

してサポート
さ ぽ ー と

するしくみをつくります。府
ふ

南部
なんぶ

地域
ちいき

では、京都
きょうと

府立
ふりつ

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せ ん た ー

で専門
せんもん

外来
がいらい

と生活
せいかつ

訓練
くんれん

事業所
じぎょうしょ

が一体的
いったいてき

に訓練
くんれん

を行
おこな

う取組
とりくみ

を行
おこな

い

ます。また、府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

では、支援
しえん

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の配置
はいち

を含
ふく

めたセンター
せ ん た ー

の検討
けんとう

を行
おこな

います。 

 

   ○ 認知症
にんちしょう

の方
かた

やその家族
かぞく

に包括的
ほうかつてき

なアセスメント
あ せ す め ん と

をする「認知症
にんちしょう

初期
しょき

集 中
しゅうちゅう

支援
しえん

チーム
ち ー む

」

や初
しょ

期
き

認知症
にんちしょう

の人
ひと

の居場所
い ば し ょ

である「認知症
にんちしょう

カフェ
か ふ ぇ

」の設置
せっち

を促進
そくしん

します。 

 

   ○ 認知症
にんちしょう

等
とう

による行方
ゆくえ

不明者
ふめいしゃ

を早期
そうき

に発見
はっけん

するため、定期的
ていきてき

な情報
じょうほう

伝達
でんたつ

訓練
くんれん

のほか、多様
たよう

な捜索
そうさく

支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

   ○ 特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

、児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

、特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

等
とう

の各種
かくしゅ

手当
てあて

を

支給
しきゅう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

及
およ

びその家族
かぞく

の経済的
けいざいてき

・精神的
せいしんてき

負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図
はか

ります。 
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   ○ 国民
こくみん

年金
ねんきん

制度
せいど

の改正
かいせい

時
じ

に、制度
せいど

の対象
たいしょう

とならなかった在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

の無年金
むねんきん

障害者
しょうがいしゃ

に

対
たい

して、国
くに

が措置
そ ち

するまでの間
あいだ

の経過的
けいかてき

措置
そ ち

として特別
とくべつ

給付
きゅうふ

金
きん

を支給
しきゅう

します。 

 

 

  (3) 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

    障害
しょうがい

のある児童
じどう

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

して、乳幼児期
にゅうようじき

から学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

まで一貫
いっかん

した支援
しえん

を

身近
みぢか

な地域
ちいき

で提供
ていきょう

できる体制
たいせい

の整備
せいび

を進
すす

めます。 

 

○ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を必要
ひつよう

とする障害
しょうがい

のある児童
じどう

等
とう

について、府立
ふりつ

医科
い か

大学
だいがく

附属
ふぞく

北部
ほくぶ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

の受入
うけいれ

体制
たいせい

を整備
せいび

するとともに、障害
しょうがい

のある児童
じどう

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

える児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の設置
せっち

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 北部
ほくぶ

地域
ちいき

における障害
しょうがい

のある児童
じどう

の療育
りょういく

拠点
きょてん

である「舞鶴
まいづる

こども療育
りょういく

センター
せ ん た ー

」や、

「こども発達
はったつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」の療育
りょういく

・診療
しんりょう

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

するとともに、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

の診療
しんりょう

を行
おこな

う医師
い し

等
とう

を養成
ようせい

します。 

 

   ○ 発達
はったつ

障害
しょうがい

のある乳幼児
にゅうようじ

のスクリーニング
す く り ー に ん ぐ

から相談
そうだん

、保育所
ほいくしょ

等
とう

への保育
ほいく

支援
しえん

など、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある乳幼児
にゅうようじ

を早期
そうき

に発見
はっけん

し、的確
てきかく

な療育
いりょう

が受
う

けられるよう支援
しえん

します。 

  また、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある児童
じどう

の保護者
ほ ご し ゃ

を支援
しえん

するため、ペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

等
とう

を実施
じっし

 

できる人材
じんざい

の養成
ようせい

などを府内
ふない

で幅広
はばひろ

く展開
てんかい

します。 

 

○  学齢期前
がくれいきまえ

の 聴覚
ちょうかく

障害児
しょうがいじ

に 聴覚
ちょうかく

・ことばの指導
しどう

等
とう

を 行
おこな

い、言語
げんご

能力
のうりょく

・

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

能力
のうりょく

を高
たか

めるとともに、孤立
こりつ

しがちな保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

を

実施
じっし

します。 
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   ○ 在宅
ざいたく

障害児
しょうがいじ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で療育
りょういく

指導
しどう

、相談
そうだん

等
とう

が受
う

けられるよう障害児
しょうがいじ

地域
ちいき

療育
りょういく

等
とう

支援
しえん

事業
じぎょう

を実施
じっし

し、療育
りょういく

機能
きのう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) サービス
さ ー び す

の質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

    障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

する職員
しょくいん

への研修
けんしゅう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の推進
すいしん

、第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の適切
てきせつ

な実施
じっし

等
とう

に努
つと

めます。 

 

   ○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

の指導
しどう

・

監督
かんとく

を適切
てきせつ

に行
おこな

うとともに、介護
かいご

職員
しょくいん

による喀痰
かくたん

吸引
きゅういん

等
とう

の医療的
いりょうてき

ケア
け あ

に関
かん

する研修
けんしゅう

、

ヘルパー
へ る ぱ ー

の養成
ようせい

研修
けんしゅう

、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を推進
すいしん

する研修
けんしゅう

など、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

人材
じんざい

の確保
かくほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

   ○ 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

する利用者
りようしゃ

等
とう

からの苦情
くじょう

を適切
てきせつ

に解決
かいけつ

するため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

における

適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の促進
そくしん

を図
はか

るとともに、事
じ

業者
ぎょうしゃ

段階
だんかい

では解決
かいけつ

の困難
こんなん

な苦情
くじょう

については、

公正
こうせい

・中立
ちゅうりつ

な第三者
だいさんしゃ

機関
きかん

である運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

を設
もう

け、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦情
くじょう

解決
かいけつ

の体制
たいせい

整備
せいび

とその適正
てきせい

な運用
うんよう

を図
はか

ります。 

 

【参考
さんこう

】 

ペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

 

  ほめられることで子
こ

どもが達成感
たっせいかん

を味
あじ

わい、自信
じしん

を深
ふか

め、将来
しょうらい

の生
い

きる力
ちから

をはぐくめる

よう、保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に子
こ

どものほめ方
かた

のトレーニング
と れ ー に ん ぐ

をする教室
きょうしつ

を開催
かいさい

します。 
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   ○ 京都
きょうと

介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

等
とう

支援
しえん

機構
きこう

によるサービス
さ ー び す

提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

の第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

を促進
そくしん

し、サービス
さ ー び す

提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

の組織
そしき

運営
うんえい

及
およ

びサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

内容
ないよう

等
とう

の透明性
とうめいせい

を高
たか

めるとともに、サービス
さ ー び す

の質
しつ

の向上
こうじょう

・改善
かいぜん

を支援
しえん

します。また、その評価
ひょうか

結果
けっか

を公表
こうひょう

す

ることにより、利用者
りようしゃ

の適切
てきせつ

なサービス
さ ー び す

の選択
せんたく

を支援
しえん

します。 

 

 

 

 

  (5) 人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

    障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

する人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

と

質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が個々
こ こ

のニーズ
に ー ず

や実態
じったい

に応
おう

じて、 自
みずか

らの選択
せんたく

・決定
けってい

により必要
ひつよう

な

サービス
さ ー び す

を受
う

けられるよう、質
しつ

の高
たか

い相談
そうだん

支援
しえん

やサービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

の適切
てきせつ

な作成
さくせい

等
とう

がで

きる相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるために、精神
せいしん

に障害
しょうがい

のある人
ひと

、聴覚
ちょうかく

や視覚
しかく

に

障害
しょうがい

のある人
ひと

など障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じたヘルパー
へ る ぱ ー

やボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

などの人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

を

図
はか

ります。 

また、知的
ちてき

障害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

で行動上
こうどうじょう

の困難
こんなん

を有
ゆう

する障害
しょうがい

のある人
ひと

が危険
きけん

を回避
かいひ

するために必要
ひつよう

な援護
えんご

を行
おこな

う者
もの

を養成
ようせい

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、視覚
しかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

のための同行
どうこう

援護
えんご

従事者
じゅうじしゃ

や点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

等
とう

の養成
ようせい

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るなど、人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

に努
つと

めま

す。 
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   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

にとって最
もっと

も身近
みぢか

な相談者
そうだんしゃ

である身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

及
およ

びこころの健康
けんこう

推進員
すいしんいん

の研修
けんしゅう

事業
じぎょう

を充実
じゅうじつ

し、相談員
そうだんいん

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

と活動
かつどう

の

充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

   ○ 若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

の方
かた

やその家族
かぞく

を対象
たいしょう

とした相談会
そうだんかい

を実施
じっし

するとともに、必要
ひつよう

な制度
せいど

や

サー
さ ー

ビス
び す

につながるよう支援
しえん

できる人材
じんざい

を育成
いくせい

します。  

 

      ○ 認知症
にんちしょう

患者
かんじゃ

の介護
かいご

を実践
じっせん

する施設
しせつ

・居宅
きょたく

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

の実務者
じつむしゃ

及
およ

び指導者
しどうしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を行
おこな

い、質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

   ○ 「きょうと介護
かいご

・福祉
ふくし

ジョブネット
じ ょ ぶ ね っ と

」において、介護
かいご

・福祉
ふくし

職
しょく

の魅力
みりょく

発信
はっしん

・社会的
しゃかいてき

評価
ひょうか

の向上
こうじょう

及
およ

び働
はたら

きやすい職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せいび

支援
しえん

を検討
けんとう

し、将来
しょうらい

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

及
およ

び潜在的
せんざいてき

有
ゆう

資格者
しかくしゃ

の職場
しょくば

復帰
ふっき

等
とう

を支援
しえん

します。 

 

   ○ 特
とく

に介護
かいご

・福祉
ふくし

人材
じんざい

確保
かくほ

が喫緊
きっきん

の課題
かだい

である府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

における介護
かいご

・福祉
ふくし

人材
じんざい

養成校
ようせいこう

の誘致
ゆうち

・開設
かいせつ

に合
あ

わせて「総合
そうごう

実習
じっしゅう

センター
せ ん た ー

」の整備
せいび

・開設
かいせつ

などの取組
とりくみ

を一体的
いったいてき

に推進
すいしん

します。 

 

   ○ 介護
かいご

・福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

・定着
ていちゃく

を促進
そくしん

するため、介護者
かいごしゃ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を図
はか

る介護
かいご

支援
しえん

機器
き き

等
とう

の開発
かいはつ

・普及
ふきゅう

など働
はたら

きやすい職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せいび

支援
しえん

を図
はか

ります。 

 

  (6) 福祉
ふくし

用具
ようぐ

の研究
けんきゅう

開発
かいはつ

及
およ

び身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

 

    利用者
りようしゃ

の利便性
りべんせい

の向上
こうじょう

を図
はか

るため福祉
ふくし

用具
ようぐ

の研究
けんきゅう

開発
かいはつ

等
とう

を進
すす

めるとともに、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬法
けんほう

に基
もと

づく補助
ほじょ

犬
いぬ

の育成
いくせい

等
とう

を推進
すいしん

します。 
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   ○ 重度
じゅうど

の視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

の歩行
ほこう

の安全
あんぜん

を確保
かくほ

する盲導犬
もうどうけん

、重度
じゅうど

の肢体
したい

障害
しょうがい

のある人
ひと

を介助
かいじょ

する介助
かいじょ

犬
けん

など、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

や普及
ふきゅう

を図
はか

ります。 

 

   ○ 先端的
せんたんてき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

治療
ちりょう

の効果
こうか

検証
けんしょう

や普及
ふきゅう

促進
そくしん

、機器
き き

装置
そうち

における効果
こうか

検証
けんしょう

・

導入
どうにゅう

促進
そくしん

に努
つと

めます。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

の向上
こうじょう

を図
はか

り、社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するため、補
ほ

装具
そうぐ

の給
きゅう

付
つき

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

・貸付
たいふ

を実施
じっし

する市町村
しちょうそん

に対
たい

し財政
ざいせい

支援
しえん

等
とう

を行
おこな

いま

す。 

 

 

 

４ 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
みぢか

な地域
ちいき

において、保健
ほけん

・医療
いりょう

サービス
さ ー び す

、リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

等
とう

を受
う

け

ることができるよう、支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で暮
く

ら

せる環境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

します。 

 

 

  (1) 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

やリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

を受
う

けられるよう、地域
ちいき

医療
いりょう

体制
たいせい

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、高齢化
こうれいか

が進
すす

み、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・重複化
ちょうふくか

の傾向
けいこう

が高
たか

まる中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らせるよう、障害
しょうがい

の度合
ど あ

いに応
おう

じて医療
いりょう

・

福祉
ふくし

が連携
れんけい

したサービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

に努
つと

めます。 
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   ○ 丹後
たんご

、中丹
ちゅうたん

、南丹
なんたん

、山城
やましろ

（北
きた

・南
みなみ

）の各医療圏
かくいりょうけん

における医療
いりょう

機能
きのう

の整備
せいび

を図
はか

ります。

とりわけ厳
きび

しい医療
いりょう

環境
かんきょう

にある北部
ほくぶ

地域
ちいき

においては、府立
ふりつ

医科
い か

大学
だいがく

附属
ふぞく

北部
ほくぶ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

を「北
きた

京都
きょうと

安心
あんしん

医療
いりょう

拠点
きょてん

」として、北部
ほくぶ

地域
ちいき

の診療所
しんりょうじょ

等
とう

への医師
い し

派遣
はけん

を拡大
かくだい

するなど、

地域
ちいき

医療
いりょう

基盤
きばん

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

や家庭
かてい

において自立
じりつ

した生活
せいかつ

が送
おく

れるよう、地域
ちいき

におけ

る障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

医療
いりょう

・リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

提供
ていきょう

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

し、医療
いりょう

・保健
ほけん

・福祉
ふくし

分野
ぶんや

の関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

体制
たいせい

を構築
こうちく

するとともに、継続的
けいぞくてき

かつ適切
てきせつ

なリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

が受
う

けられる

総合リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

体制
たいせい

の整備
せいび

を促進
そくしん

します。 

 

   ○ 地域
ちいき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の推進
すいしん

、府
ふ

リハビリ
り は び り

教育
きょういく

センター
せ ん た ー

におけるリハビリ
り は び り

に精通
せいつう

した

かかりつけ医
い

等
とう

や府立
ふりつ

医科
い か

大学
だいがく

におけるリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

専門医
せんもんい

等
とう

の養成
ようせい

、先端的
せんたんてき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

治療
ちりょう

の研究
けんきゅう

開発
かいはつ

・普及
ふきゅう

促進
そくしん

の「リハビリ
り は び り

３本柱
ぼんばしら

」による総合
そうごう

対策
たいさく

を

進
すす

めます。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

など社会的
しゃかいてき

に弱
よわ

い立場
たちば

の人
ひと

などへの医療費
いりょうひ

助成
じょせい

制度
せいど

の拡充
かくじゅう

を図
はか

り、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するとともに、市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する公費
こうひ

負担
ふたん

医療
いりょう

制度
せいど

を支援
しえん

することにより、障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して医療
いりょう

を受
う

けられるよう努
つと

めます。 

 

   ○ 口腔
こうこう

保健
ほけん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

が中心
ちゅうしん

となり、医科
い か

・歯科
し か

・調剤
ちょうざい

連携
れんけい

を推進
すいしん

するとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

の歯科
し か

保健
ほけん

医療
いりょう

に対応
たいおう

できる歯科
し か

医師
い し

や歯科
し か

衛生士
えいせいし

を育成
いくせい

します。 

また、「京都府
きょうとふ

歯科
し か

サービスセンター
さ ー び す せ ん た ー

中央
ちゅうおう

診療所
しんりょうじょ

」に加
くわ

え、新
あら

たに整備
せいび

した「京都
きょうと

歯科
し か

サービスセンター
さ ー び す せ ん た ー

北部
ほくぶ

診療所
しんりょうじょ

」により、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、府内
ふない

で暮
く

らす障害
しょうがい

のある全
すべ

て
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の人
ひと

が 安心
あんしん

して歯科
し か

診療
しんりょう

を受
う

けられるよう努
つと

めます。 

 

   ○ 認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

を核
かく

とした認知症
にんちしょう

サポート医
さ ぽ ー と い

、一般
いっぱん

病院
びょういん

の医師
い し

、かかりつけ

医
い

等
とう

のネットワーク
ね っ と わ ー く

を構築
こうちく

し、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

体制
たいせい

の整備
せいび

などにより、医療
いりょう

と福祉
ふくし

が

連携
れんけい

した認知症
にんちしょう

医療
いりょう

体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 

○ 臓器
ぞうき

提供
ていきょう

に関
かん

する京都
きょうと

府民
ふみん

の意思
い し

を尊重
そんちょう

できるよう、移植
いしょく

医療
いりょう

に関
かん

する正
ただ

しい知識
ちしき

を

普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

するための、「意思
い し

（おも）いをつなぐグリーンリボン
ぐ り ー ん り ぼ ん

京都
きょうと

府民
ふみん

運動
うんどう

」を、関係機
かんけいき

 

関
かん

・団体
だんたい

と共
とも

に推進
すいしん

します。 

また、臓器
ぞうき

移植
いしょく

の専門
せんもん

職
しょく

として、臓器
ぞうき

移植
いしょく

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

を配置
はいち

し、臓器
ぞうき

提供
ていきょう

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

や府民
ふみん

・医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

の相談
そうだん

支援
しえん

、移植
いしょく

医療
いりょう

に関
かん

する出前
でまえ

講座
こうざ

を行
おこな

い、移植
いしょく

医療
いりょう

に

関
かん

する理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

  (2) 精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の提供
ていきょう

等
とう

 

    精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

への医療
いりょう

の提供
ていきょう

・支援
しえん

を可能
かのう

な限
かぎ

り地域
ちいき

において行
おこな

うとともに、精神
せいしん

疾患
しっかん

で入 院 中
にゅういんちゅう

の人
ひと

の早期
そうき

退院
たいいん

及
およ

び地域
ちいき

移行
いこう

を推進
すいしん

し、いわゆる社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

を解消
かいしょう

する

ため、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

できる社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

   ○ 心
こころ

の病気
びょうき

を持
も

った方
かた

が、身体
しんたい

の病気
びょうき

を併発
へいはつ

し救 急
きゅうきゅう

対応
たいおう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

に、一般
いっぱん

救 急
きゅうきゅう

病院
びょういん

と精神科
せいしんか

病院
びょういん

が連携
れんけい

して、円滑
えんかつ

に受入
うけいれ

医療
いりょう

機関
きかん

に搬送
はんそう

し、適切
てきせつ

な治療
ちりょう

が受
う

けられ

る体制
たいせい

整備
せいび

を進
すす

めます。 

 

   ○ 緊急
きんきゅう

に医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

のために、病院
びょういん

輪番
りんばん

体制
たいせい

等
とう

による 24
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時間
じかん

の精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

体制
たいせい

を確保
かくほ

します。 

    

   ○ 児童
じどう

精神
せいしん

医療
いりょう

、アルコール
あ る こ ー る

・薬物
やくぶつ

依存症
いぞんしょう

、てんかん等
とう

の専門的
せんもんてき

な精神科
せいしんか

医療
いりょう

について、

京
きょう

都府
と ふ

全体
ぜんたい

で対応
たいおう

できる医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

   ○ 医療
いりょう

機関
きかん

における入院
にゅういん

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

して、精神
せいしん

医療
いりょう

審査会
しんさかい

などにより、人権
じんけん

に配慮
はいりょ

した

適切
てきせつ

な処遇
しょぐう

を確保
かくほ

します。 

 

   ○ 通院
つういん

医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

等
とう

を通
つう

じて、精神科
せいしんか

医療
いりょう

を受診
じゅしん

する機会
きかい

を保障
ほしょう

します。 

     また、医療
いりょう

及
およ

び保護
ほ ご

のために入院
にゅういん

させなければ自傷
じしょう

他害
たがい

の恐
おそ

れがあると認
みと

めた場合
ばあい

の

医療
いりょう

保護
ほ ご

を円滑
えんかつ

に実施
じっし

するため、その医療費
いりょうひ

負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図
はか

ります。 

 

   ○ 在宅
ざいたく

の精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

にお

いて精神科
せいしんか

デイ
で い

・
・

ケア
け あ

を実施
じっし

するとともに、同様
どうよう

の支援
しえん

が府内
ふない

各地
かくち

の医療
いりょう

機関
きかん

で実施
じっし

される

よう取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 「自殺
じさつ

対策
たいさく

条例
じょうれい

」を制定
せいてい

し、「京都
きょうと

いのちの日
ひ

」の設置
せっち

など自殺
じさつ

予防
よぼう

府民
ふみん

運動
うんどう

を展開
てんかい

す

るとともに、未遂者
みすいしゃ

の居場所
い ば し ょ

となる「いのちのシェルター
し ぇ る た ー

」づくりをはじめハイリスク者
は い り す く し ゃ

対策
たいさく

などを進
すす

めます。 

 

   ○ 府内
ふない

各地域
かくちいき

で市町村
しちょうそん

、関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

のネットワーク
ね っ と わ ー く

をつくるとともに、自殺
じさつ

を考
かんが

え悩
なや

んで

いる人
ひと

を適切
てきせつ

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
とう

へつなぎ、見守
みまも

っていくゲートキーパー
げ ー と き ー ぱ ー

の養成
ようせい

や、自殺
じさつ

未遂者
みすいしゃ

・自死
じ し

遺族
いぞく

への対応
たいおう

など、地域
ちいき

の相談
そうだん

・支援
しえん

体制
たいせい

を強化
きょうか

し、府
ふ

全域
ぜんいき

で総合的
そうごうてき

な自殺
じさつ

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 
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  (3) 人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

の提供
ていきょう

等
とう

を受
う

けられるよう、医師
い し

・看護師
か ん ご し

等
とう

の育成
いくせい

・確保
かくほ

の取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

します。 

 

   ○ 「京都府
きょうとふ

地域
ちいき

医療
いりょう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」により、府内
ふない

の大学
だいがく

、病院
びょういん

、医療
いりょう

関係
かんけい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し

たオ
お

ール
る

京都
きょうと

体制
たいせい

のもと、若手
わかて

医師
い し

の確保
かくほ

・育成
いくせい

、女性
じょせい

医師
い し

の勤務
きんむ

環境
かんきょう

改善
かいぜん

、産婦人科
さんふじんか

・

小児科医
しょうにかい

の確保
かくほ

など、総合的
そうごうてき

な医師
い し

確保
かくほ

対策
たいさく

の取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

します。 

 

   ○ 看護師
か ん ご し

確保
かくほ

対策
たいさく

については、ナースセンター
な ー す せ ん た ー

に設置
せっち

した就 業
しゅうぎょう

相談
そうだん

アドバイザー
あ ど ば い ざ ー

による

きめ細
こま

かな就労
しゅうろう

支援
しえん

を実施
じっし

するほか、京都府
きょうとふ

北部
ほくぶ

看護
かんご

支援
しえん

センター
せ ん た ー

や京都
きょうと

府立
ふりつ

看護
かんご

学校
がっこう

を

中心
ちゅうしん

に、看護師
か ん ご し

確保
かくほ

、人材
じんざい

育成
いくせい

を図
はか

るなど、北部
ほくぶ

地域
ちいき

をはじめ府内
ふない

病院
びょういん

への就 職
しゅうしょく

を促進
そくしん

します。 

 

   ○ 医師
い し

の地域
ちいき

偏在
へんざい

や診療科
しんりょうか

偏在
へんざい

の課題
かだい

がある中
なか

、医師
い し

不足
ぶそく

地域
ちいき

においても、大学
だいがく

病院
びょういん

等
とう

と

同
どう

様
よう

に高度
こうど

医療
いりょう

や専門
せんもん

医療
いりょう

に適切
てきせつ

に対応
たいおう

できる環境
かんきょう

を整備
せいび

するため、研究
けんきゅう

・研修
けんしゅう

を

合同
ごうどう

で実施
じっし

するなど大学
だいがく

や公的
こうてき

病院間
びょういんかん

のネットワーク化
ね っ と わ ー く か

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 府内
ふない

への就 業
しゅうぎょう

を希望
きぼう

する理学
りがく

療法士
りょうほうし

等
とう

養成
ようせい

施設
しせつ

就学者
しゅうがくしゃ

に対
たい

し修学
しゅうがく

資金
しきん

を貸与
たいよ

する

修学
しゅうがく

資金
しきん

制度
せいど

の実施
じっし

、北部
ほくぶ

地域
ちいき

や介護
かいご

系
けい

施設
しせつ

を含
ふく

めたリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

就 業
しゅうぎょう

フェア
ふ ぇ あ

の

開催
かいさい

等
とう

の人材
じんざい

確保
かくほ

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 
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  (4) 難病
なんびょう

に関
かん

する施策
せさく

の推進
すいしん

 

    難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

し、総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

・支援
しえん

や地域
ちいき

における受入
うけいれ

病院
びょういん

の確保
かくほ

を図
はか

るとともに、

在宅
ざいたく

療 養 上
りょうようじょう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うことにより、安定
あんてい

した療養
りょうよう

生活
せいかつ

の確保
かくほ

と難病
なんびょう

患者
かんじゃ

及
およ

びその家族
かぞく

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

   ○ 在宅
ざいたく

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

に向
む

けて、保健所
ほけんじょ

を中心
ちゅうしん

に「難病
なんびょう

対策
たいさく

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

（仮称
かしょう

）」を設置
せっち

し、医師
い し

、理学
りがく

療法士
りょうほうし

等
とう

による医療
いりょう

や生活
せいかつ

に係
かかわ

る相談
そうだん

指導
しどう

、難病
なんびょう

に対
たい

する正
ただ

しい知識
ちしき

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

、患者
かんじゃ

同士
どうし

の交流
こうりゅう

など、保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

が効果的
こうかてき

に提供
ていきょう

できるようにネットワーク
ね っ と わ ー く

を整備
せいび

するとともに、地域
ちいき

の総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

   ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の病 状
びょうじょう

や療養
りょうよう

実態
じったい

に即
そく

した支援
しえん

が地域
ちいき

で適切
てきせつ

に提供
ていきょう

できるよう、「新
しん

・

難病
なんびょう

医療
いりょう

拠点
きょてん

病院
びょういん

(総合型
そうごうがた

）(仮称
かしょう

）」及
およ

び「新
しん

・難病
なんびょう

医療
いりょう

拠点
きょてん

病院
びょういん

(領域型
りょういきがた

）(仮称
かしょう

）」

を核
かく

に、各地域
かくちいき

の「難病
なんびょう

医療
いりょう

地域
ちいき

基幹
きかん

病院
びょういん

(仮称
かしょう

）」及
およ

び「指定
してい

難病
なんびょう

医療
いりょう

機関
きかん

」と相互
そうご

の

ネットワーク
ね っ と わ ー く

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。 

 

   ○ いわゆる難病
なんびょう

のうち、指定
してい

難病
なんびょう

については、治療
ちりょう

が極
きわ

めて困難
こんなん

であり、医療費
いりょうひ

も高額
こうがく

であることから、これらの疾患
しっかん

に関
かん

する医療
いりょう

の確立
かくりつ

、普及
ふきゅう

を図
はか

るとともに、患者
かんじゃ

の医療費
いりょうひ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を図
はか

るため、「難病
なんびょう

の患者
かんじゃ

に対
たい

する医療
いりょう

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

」に基
もと

づき、保険
ほけん

診療
しんりょう

の患者
かんじゃ

負担分
ふたんぶん

の一部
いちぶ

について公費
こうひ

負担
ふたん

を行
おこな

います。 
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５ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

し、誰
だれ

もが暮
く

らしやすい生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

を進
すす

め

るため、障害
しょうがい

のある人
ひと

のための住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

、施設
しせつ

・公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を推進
すいしん

するとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

等
とう

にやさしいまちづくりを推進
すいしん

します。 

 

 

  (1) 福祉
ふくし

のまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

 

    子
こ

どもや高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

をはじめ誰
だれ

もが暮
く

らしやすい人にやさしいまちづくりを

推進
すいしん

するため、ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

の考
かんが

え方
かた

によるまちづくりの取組
とりくみ

等
とう

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ みんなでつくる「あったか京都
きょうと

」指針
ししん

（京都府
きょうとふ

ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

推進
すいしん

指針
ししん

）の考
かんが

え

方
かた

の普及
ふきゅう

に努
つと

め、すべての人
ひと

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

で利用
りよう

しやすい建物
たてもの

、製品
せいひん

、サービス
さ ー び す

など、

ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

の考
かんが

え方
かた

を基本
きほん

としたまちづくりやものづくりを促進
そくしん

します。 

 

   ○ 全
すべ

ての府民
ふみん

にとって暮
く

らしやすいまちづくりを推進
すいしん

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

など誰
だれ

もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できる社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

して、京都
きょうと

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

を

推進
すいしん

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

をはじめ全
すべ

ての人
ひと

が安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できるよう、「人
ひと

にやさしい

まちづくりホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

」において、京都
きょうと

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

の協 力
きょうりょく

施設
しせつ

や、

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

に配慮
はいりょ

した施設
しせつ

、ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

発信
はっしん

を推進
すいしん

します。 
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  (2) 住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を推進
すいしん

するため、多様
たよう

な世帯
せたい

が居住
きょじゅう

し交流
こうりゅう

でき

る府営
ふえい

住宅
じゅうたく

等
とう

の整備
せいび

、住宅
じゅうたく

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

、府営
ふえい

住宅
じゅうたく

への優先
ゆうせん

入居
にゅうきょ

などの取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

、子育
こそだ

て世帯
せたい

はもとより、多様
たよう

な世帯
せたい

が居住
きょじゅう

し交流
こうりゅう

できる府営
ふえい

住宅
じゅうたく

等
とう

を整備
せいび

し、ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

の考
かんが

え方
かた

によるまちづくりを推進
すいしん

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

や活動
かつどう

の障害
しょうがい

とならないよう、バリアフリー
ば り あ ふ り ー

仕様
しよう

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

の

建設
けんせつ

を行
おこな

うとともに、既設
きせつ

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

においても、住
じゅう

戸内
こない

やエレベーター
え れ べ ー た ー

の設置
せっち

をはじ

めとする共用
きょうよう

部分
ぶぶん

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

改善
かいぜん

を進
すす

めます。 

 

【参考
さんこう

】 

ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

 

  年齢
ねんれい

、性別
せいべつ

、能力
のうりょく

、国籍
こくせき

などの違
ちが

いに関
かか

わらず、すべての人
ひと

が笑顔
えがお

がこぼれるよう、

はじめから、安心
あんしん

・安全
あんぜん

で利用
りよう

しやすいように、建物
たてもの

、製品
せいひん

、サービス
さ ー び す

などをデザイン
で ざ い ん

す

ることと、そのプロセス
ぷ ろ せ す

です。 
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   ○ 加齢
かれい

による身体
しんたい

機能
きのう

の低下
ていか

や障害
しょうがい

が生
しょう

じた場合
ばあい

にも住
す

み続
つづ

けられる住宅
じゅうたく

ストック
す と っ く

の

形成
けいせい

を促進
そくしん

するとともに、既存
きそん

住宅
じゅうたく

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

工事
こうじ

等
とう

に対
たい

して低金利
ていきんり

でリフォーム
り ふ ぉ ー む

資金
しきん

を融資
ゆうし

します。 

 

   ○ 安全
あんぜん

で不自由
ふ じ ゆ う

なく暮
く

らせるバリアフリー
り あ ふ り ー

住宅
じゅうたく

にするために、設計
せっけい

内容
ないよう

や工事
こうじ

方法
ほうほう

につ

いて専門家
せんもんか

が相談
そうだん

に応
おう

じる住宅
じゅうたく

相談
そうだん

を実施
じっし

します。 

 

   ○ 一般
いっぱん

住宅
じゅうたく

（公営
こうえい

住宅
じゅうたく

・民間
みんかん

住宅
じゅうたく

）への入居
にゅうきょ

を促進
そくしん

するため、入居
にゅうきょ

契約
けいやく

手続
てつづ

きの支援
しえん

を行
おこな

う市町村
しちょうそん

の「居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう

」が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう支援
しえん

します。 

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

世帯
せたい

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を支援
しえん

するため、一般
いっぱん

募集
ぼしゅう

とは別
べつ

に、京
きょう

丹波町
たんばちょう

以南
いなん

の南部
なんぶ

地域
ちいき

募集
ぼしゅう

では年
ねん

３回
かい

、福知山市
ふくちやまし

・綾部市
あ や べ し

以北
いほく

の北部
ほくぶ

地域
ちいき

募集
ぼしゅう

では年
ねん

２回
かい

、優先枠
ゆうせんわく

を設
もう

けて募集
ぼしゅう

を行
おこな

い、入居
にゅうきょ

機会
きかい

の確保
かくほ

を図
はか

ります。 

 

  (3) 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の推進
すいしん

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

をはじめ誰
だれ

もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できるよう、駅
えき

等
とう

の旅客
りょかく

施設
しせつ

にお

ける段差
だんさ

解消
かいしょう

や、交通
こうつう

安全
あんぜん

施設
しせつ

、道路
どうろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せいび

促進
そくしん

などを推進
すいしん

します。 

 

   ○ 鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

及
およ

びその周辺
しゅうへん

地区
ち く

におけるバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を一体的
いったいてき

に促進
そくしん

し、高齢者
こうれいしゃ

・

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を利用
りよう

した移動
いどう

の円滑化
えんかつか

を図
はか

るため、その中心
ちゅうしん

となる鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

を対象
たいしょう

に、国庫
こっこ

補助
ほじょ

制度
せいど

と 協 調
きょうちょう

し、関係
かんけい

市町
しちょう

とともに、鉄道事
てつどうじ

業者
ぎょうしゃ

が行う
おこなう

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

事業
じぎょう

に対
たい

して助成
じょせい

します。 
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   ○ 身体
しんたい

に障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる交通
こうつう

安全
あんぜん

施設
しせつ

及
およ

び道路
どうろ

交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

します。 

 また、バリアフリー法
ば り あ ふ り ー ほ う

に基
もと

づく重点
じゅうてん

整備地内
せいびちない

の生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けいろ

における府
ふ

管理
かんり

道路
どうろ

の

バリア
ば り あ

フリー化
ふ り ー か

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

に外出
がいしゅつ

できるよう、違法
いほう

駐車
ちゅうしゃ

車両
しゃりょう

の排除
はいじょ

や、

道路
どうろ

管理
かんり

者
しゃ

等
とう

と連携
れんけい

した放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

等
とう

の排除
はいじょ

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 身体
しんたい

に障害
しょうがい

のある人
ひと

などからの申請
しんせい

により、審査
しんさ

のうえ駐車
ちゅうしゃ

禁止
きんし

除外車
じょがいしゃ

標 章
ひょうしょう

を

交付
こうふ

します。 

 

  (4) 誰
だれ

もが利用
りよう

する施設
しせつ

等
とう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の推進
すいしん

 

    バリアフリー法
ば り あ ふ り ー ほ う

及
およ

び京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

などに基
もと

づき、多
おお

くの人
ひと

が利用
りよう

する施設
しせつ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

等
とう

を進
すす

め、誰
だれ

もが安心
あんしん

して行
い

き来
き

できるまちづくりを推進
すいしん

します。 

 

   ○ 「人
ひと

にやさしいまちづくりホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

」において、京都
きょうと

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

の協 力
きょうりょく

施設
しせつ

や、バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

やユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

の考
かんが

え方
かた

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

い、施設
しせつ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

等
とう

を促
うなが

します。 

 

   ○ 多
おお

くの人
ひと

が利用
りよう

する施設
しせつ

の協 力
きょうりょく

のもと、京都
きょうと

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

の普及
ふきゅう

を促進
そくしん

し、誰
だれ

もが安心
あんしん

して外出
がいしゅつ

できる社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

します。 

 

   ○ 多数
たすう

の人
ひと

が利用
りよう

する府立
ふりつ

公園
こうえん

においてバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を推進
すいしん

するとともに、市町村
しちょうそん

管理
かんり

公
こう

園
えん

において、園
えん

路
ろ

やトイレ
と い れ

などのバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を推進
すいしん

します。 
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   ○ バリアフリー法
ば り あ ふ り ー ほ う

及
およ

び京都府
きょうとふ

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に基
もと

づく協議
きょうぎ

、指導
しどう

、認定
にんてい

の各段階
かくだんかい

を

通
つう

じて、建設
けんせつ

時
じ

及
およ

び維持
い じ

管理
かんり

計画
けいかく

におけるバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

について設置者
せっちしゃ

・事業
じぎょう

主
ぬし

への

周知
しゅうち

・指導
しどう

・助言
じょげん

を行
おこな

います。 

 

  (5) わかりやすい情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が円滑
えんかつ

に情報
じょうほう

を取得
しゅとく

・利用
りよう

し、意思
い し

表示
ひょうじ

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を行
おこな

うこ

とができるよう、わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

等
とう

を推進
すいしん

し

ます。 

 

○  障害
しょうがい

のある人
ひと

や外国人
がいこくじん

観光客
かんこうきゃく

などへのわかりやすい 情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を 図
はか

る た め 、 ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

の 考
かんが

え 方
かた

に よ る

「コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

ボード
ぼ ー ど

」の普及
ふきゅう

を促進
そくしん

します。 

 

   ○ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

が利用
りよう

する録画物
ろくがぶつ

その他
た

各種
かくしゅ

情報
じょうほう

記録
きろく

媒体
ばいたい

の製作
せいさく

及
およ

び手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の養成
ようせい

・派遣
はけん

等
とう

の便宜
べんぎ

等
とう

を供与
きょうよ

し、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

拠点
きょてん

となる京都府
きょうとふ

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

提供
ていきょう

施設
しせつ

の設置
せっち

・運営
うんえい

を支援
しえん

します。 

 

   ○ 視覚
しかく

や聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を容易
ようい

に得
え

て、また、発信
はっしん

できるように、点字
てんじ

図書館
としょかん

などの充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

   ○ 府民だより
ふ み ん だ よ り

の情報
じょうほう

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を図
はか

るため、文字
も じ

拡大版
かくだいばん

、点字版
てんじばん

、音声版
おんせいばん

を発行
はっこう

し

ます。 

 

○ 京都府
きょうとふ

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の内容
ないよう

をより工夫
くふう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

して、有効
ゆうこう

な情報
じょうほう

を

発信
はっしん

します。また、障害
しょうがい

のある人
ひと

が利用
りよう

しやすいホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の構築
こうちく

に努
つと

めます。 
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   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

のため、初心者向
しょしんしゃむ

けＩＴ
あいてぃー

講座
こうざ

、視覚
しかく

・

聴覚
ちょうかく

等
とう

障害
しょうがい

別
べつ

ＩＴ
あいてぃー

講座
こうざ

やＩＴ
あいてぃー

相談
そうだん

などを実施
じっし

します。 

 

   ○ 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を確保
かくほ

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

派遣
はけん

を実施
じっし

します。 

 

   ○ 重度
じゅうど

の視覚
しかく

障害
しょうがい

のある人
ひと

又
また

は重度
じゅうど

の上肢
じょうし

障害
しょうがい

のある人
ひと

が情報
じょうほう

技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

できるよ

う、周辺
しゅうへん

機器
き き

等
とう

の購入
こうにゅう

を助成
じょせい

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の情報
じょうほう

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を支援
しえん

します。 

 

 

 

 ６ 雇用
こよう

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 働
はたら

く意欲
いよく

のある障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その適性
てきせい

に応
おう

じて能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

することがで

きるよう、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する者
もの

にはできる限
かぎ

り一般
いっぱん

就労
しゅうろう

ができるよう支援
しえん

するととも

に、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の工賃
こうちん

の水準
すいじゅん

が向上
こうじょう

するような支援
しえん

等
とう

を通
つう

じて、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

を

促進
そくしん

します。 

 

 

  (1) 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の促進
そくしん

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その適性
てきせい

と能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

することができるよう、企業
きぎょう

との協働
きょうどう

による雇用
こよう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

と拡大
かくだい

を図
はか

るとともに、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

む企業
きぎょう

を

応援
おうえん

する取組
とりくみ

などを推進
すいしん

し、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

を促進
そくしん

します。 
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○ 「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

サポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

（仮称
かしょう

）」を設置
せっち

し、企業
きぎょう

に障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に関
かん

する

アドバイザー
あ ど ば い ざ ー

を派遣
はけん

し、コンサルティング
こ ん さ る て ぃ ん ぐ

や企業内
きぎょうない

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

人材
じんざい

を育成
いくせい

するなど、

就
しゅう

労
ろう

から雇用
こよう

管理
かんり

、定着
ていちゃく

支援
しえん

までの総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

   ○ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

セミナー
せ み な ー

、企業
きぎょう

見
けん

学会
がくかい

の開催
かいさい

や障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に関
かん

する事
じ

例集
れいしゅう

の作成
さくせい

な

どにより、先進
せんしん

事例
じれい

のノウハウ
の う は う

を広
ひろ

く企業
きぎょう

に浸透
しんとう

させるとともに、精神
せいしん

障害
しょうがい

の理解
りかい

促進
そくしん

や

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

に関
かん

するガイドブック
が い ど ぶ っ く

等
とう

を活用
かつよう

し、企業
きぎょう

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

 

   ○ 特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

を多数
たすう

雇用
こよう

する事業所
じぎょうしょ

の創設
そうせつ

に対
たい

する支援
しえん

を行
おこな

うとともに、

セミナー
せ み な ー

、見
けん

学会
がくかい

等
とう

を開催
かいさい

し、特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

等
とう

の設立
せつりつ

の促進
そくしん

や、中
ちゅう

小企業
しょうきぎょう

の連携
れんけい

・共同
きょうどう

による障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の拡大
かくだい

を促進
そくしん

します。 

 

    ○ 府庁
ふちょう

の職場
しょくば

において、あらゆる障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

や職場
しょくば

実習
じっしゅう

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

し、

その実務
じつむ

経験
けいけん

をもとに一般
いっぱん

企業
きぎょう

への就労
しゅうろう

につなげます。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

む企業
きぎょう

を「京都
きょうと

はあとふる企業
きぎょう

」として知事
ち じ

が

認証
にんしょう

し、認証
にんしょう

企業
きぎょう

が実践
じっせん

している働
はたら

きやすい職場
しょくば

づくりの先進
せんしん

事例
じれい

をホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

等
とう

で紹介
しょうかい

することにより、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

への機運
きうん

を高
たか

め、府内
ふない

企業
きぎょう

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を図
はか

りま

す。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

な企業
きぎょう

の認証
にんしょう

や、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

、地域
ちいき

社会
しゃかい

貢献
こうけん

企業
きぎょう

からの物品
ぶっぴん

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

、福祉
ふくし

のハートショップ
は ー と し ょ っ ぷ

の一般
いっぱん

企業
きぎょう

へ

の拡大
かくだい

等
とう

を通
つう

じて、人
ひと

にやさしい企業
きぎょう

づくりを推進
すいしん

します。 
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  (2) 総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

 

    京都
きょうと

ジョブパーク
じ ょ ぶ ぱ ー く

「はあとふるコーナー
こ ー な ー

」を中心
ちゅうしん

に、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

に関
かん

する相談
そうだん

から能力
のうりょく

開発
かいはつ

・向上
こうじょう

、定着
ていちゃく

支援
しえん

までの総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を、福祉
ふくし

、教育
きょういく

機関
きかん

等
とう

との

ネットワーク
ね っ と わ ー く

を強化
きょうか

して推進
すいしん

します。 

 

○ 京都
きょうと

ジョブパーク
じ ょ ぶ ぱ ー く

「はあとふるコーナー
こ ー な ー

」をはじめ、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

、障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活支
せいかつし

 

援
えん

センター
せ ん た ー

、高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

等
とう

の訓練
くんれん

機関
きかん

、教育
きょういく

機関
きかん

、市町村
しちょうそん

など様々
さまざま

な関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

支援
しえん

について、オール
お ー る

京都
きょうと

での一体的
いったいてき

推進
すいしん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

りま

す。また、その推進
すいしん

体制
たいせい

のもとで、相談
そうだん

から訓練
くんれん

・実習
じっしゅう

への誘導
ゆうどう

、就労
しゅうろう

あっせん、職場
しょくば

定着
ていちゃく

に到
いた

るまでの総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 身近
みぢか

な地域
ちいき

において、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

支援
しえん

や職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

などを行
おこな

う障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

について、その機能
きのう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、地域
ちいき

によって支援
しえん

内容
ないよう

に格差
かくさ

が生
しょう

じないよう人口
じんこう

規模
き ぼ

の大
おお

きな圏域
けんいき

において複数
ふくすう

のセンター
せ ん た ー

を設置
せっち

します。 

【参考
さんこう

】 

特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

 

  雇
やと

った障害者
しょうがいしゃ

を親会社
おやがいしゃ

の雇用
こよう

とみなして雇用率
こようりつ

に合算
がっさん

できる子会社
こがいしゃ

です。障害者
しょうがいしゃ

が5

人
にん

以上
いじょう

で、従業員
じゅうぎょういん

に占
し

める割合
わりあい

が20 %
ぱーせんと

以上
いじょう

であることなどの条件
じょうけん

を満
み

たした場合
ばあい

に、厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が認定
にんてい

します。 
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  (3) 障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

支援
しえん

及
およ

び就 業 力
しゅうぎょうちから

の強化
きょうか

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こよう

・就労
しゅうろう

を促進
そくしん

するため、精神
せいしん

障害
しょうがい

、発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

の障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた支援
しえん

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を図
はか

るとともに、就 職
しゅうしょく

を希望
きぼう

する人
ひと

の能力
のうりょく

向上
こうじょう

など就 業 力
しゅうぎょうりょく

強化
きょうか

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

 

○ 京都
きょうと

ジョブパーク
じ ょ ぶ ぱ ー く

「はあとふるコーナー
こ ー な ー

」を中心
ちゅうしん

に、相談
そうだん

から就 職
しゅうしょく

準備
じゅんび

支援
しえん

、職場
しょくば

体験
たいけん

・実習
じっしゅう

、職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

まで、福祉
ふくし

、教育
きょういく

、医療
いりょう

など様々
さまざま

な関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じたきめ細
こま

かな就労
しゅうろう

支援
しえん

を行
おこな

います。 

 

   ○ 障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた多様
たよう

な委託
いたく

訓練先
くんれんさき

の開拓
かいたく

や支援
しえん

メニュー
め に ゅ ー

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

安定
あんてい

した就 職
しゅうしょく

に結
むす

びつけるため、京都
きょうと

ジョブパーク
じ ょ ぶ ぱ ー く

「はあとふるコーナー
こ ー な ー

」や障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

等
とう

就労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

と連携
れんけい

し、就労
しゅうろう

適応
てきおう

能力
のうりょく

向上
こうじょう

や就 業 力
しゅうぎょうりょく

強化
きょうか

のための取組
とりくみ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

   ○ 高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

において、企業
きぎょう

ニーズ
に ー ず

の変化
へんか

を踏
ふ

まえつつ、身体
しんたい

・知的
ちてき

・発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

それぞれの障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を行
おこな

い、障害
しょうがい

のある人
ひと

の就 業 力
しゅうぎょうちから

の強化
きょうか

を

図
はか

ります。 

 

   ○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が一定
いってい

期間
きかん

事業所
じぎょうしょ

に通所
つうしょ

する方法
ほうほう

により、対人
たいじん

対応
たいおう

や勤務
きんむ

意欲
いよく

の

持続
じぞく

訓練
くんれん

などを行
おこな

う社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

を通
つう

じて、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な能力
のうりょく

向上
こうじょう

など就 業 力
しゅうぎょうりょく

強化
きょうか

を図
はか

ります。 

     また、効果的
こうかてき

な社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

の実施
じっし

に向
む

けて、協 力
きょうりょく

事業所
じぎょうしょ

の事業
じぎょう

主間
ぬしかん

の交流
こうりゅう

及
およ

び

事業
じぎょう

主
ぬし

に対
たい

する研修
けんしゅう

を実施
じっし

します。 
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   ○ 「委託
いたく

訓練
くんれん

制度
せいど

」など国
くに

制度
せいど

を積極的
せっきょくてき

に活用
かつよう

し、精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の特性
とくせい

に合
あ

わせ

た訓練
くんれん

や支援
しえん

メニュー
め に ゅ ー

の充実
じゅうじつ

・多様化
た よ う か

を図
はか

ります。 

 

   ○ ＩＴ
あいてぃー

を活用
かつよう

して就労
しゅうろう

可能
かのう

な技術
ぎじゅつ

を身
み

につけるための研修
けんしゅう

を開催
かいさい

するとともに、

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する修 了 者
しゅうりょうしゃ

等
とう

をＩＴ
あいてぃー

サポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

に登録
とうろく

し、仕事
しごと

の受注
じゅちゅう

、仕事
しごと

の

配分
はいぶん

等
とう

を実施
じっし

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が日
ひ

ごろ培
つちか

った職 業
しょくぎょう

技能
ぎのう

を競
きそ

い合
あ

い、職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

とともに、

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

と認識
にんしき

を深
ふか

め、雇用
こよう

の促進
そくしん

を図
はか

ることを目的
もくてき

として、

アビリンピック
あ び り ん ぴ っ く

京都
きょうと

大会
たいかい

を毎年
まいとし

開催
かいさい

するとともに、競技
きょうぎ

種目
しゅもく

の充実
じゅうじつ

や参加
さんか

事業所
じぎょうしょ

、一般
いっぱん

来場者
らいじょうしゃ

の増大
ぞうだい

に努
つと

めます。また、全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

技能
ぎのう

競技
きょうぎ

大会
たいかい

の代表
だいひょう

選手
せんしゅ

派遣
はけん

などを支援
しえん

します。 

 

 

  (4) 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

 

    福祉
ふくし

の職場
しょくば

で働
はたら

く障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するため、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

とも

連携
れんけい

して、工賃
こうちん

向上
こうじょう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

するとともに、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

の提供
ていきょう

する物品
ぶっぴん

・

サービス
さ ー び す

の優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

するなど、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 「ほっとはあと製品
せいひん

」の生産
せいさん

・販売
はんばい

の促進
そくしん

により障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

を支援
しえん

するため、

民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

とも連携
れんけい

して「ほっとはあと製品
せいひん

」応援
おうえん

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

を図
はか

ります。 

・ 製品
せいひん

を生産
せいさん

する就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

において、販売
はんばい

戦略
せんりゃく

づくり等
とう

を実施
じっし

し、工賃
こうちん

向上
こうじょう

につながる製品
せいひん

づくりを応援
おうえん

します。 
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・ 府内
ふない

の就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

で組織
そしき

する「京都
きょうと

ほっとはあとセンター
せ ん た ー

」の製品
せいひん

普及
ふきゅう

販売
はんばい

促進
そくしん

等
とう

の事業
じぎょう

を推進
すいしん

します。 

・ 府
ふ

、市町村
しちょうそん

庁舎
ちょうしゃ

、民間
みんかん

企業
きぎょう

の施設
しせつ

等
とう

に常設
じょうせつ

販売
はんばい

コーナー
こ ー な ー

（ハート
は ー と

（まごころ）ショップ
し ょ っ ぷ

）

を設置
せっち

し、ほっとはあと製品
せいひん

の販売
はんばい

を促進
そくしん

します。 

 

   ○ 障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

での受注
じゅちゅう

機会
きかい

を拡大
かくだい

するため、コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

による企業
きぎょう

訪問
ほうもん

や

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

システム
し す て む

を運用
うんよう

することにより、企業
きぎょう

等
とう

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた競 争 力
きょうそうりょく

のある

サービス
さ ー び す

や製品
せいひん

を事業
じぎょう

所
しょ

が連携
れんけい

して提供
ていきょう

することで、マッチング
ま っ ち ん ぐ

の機会
きかい

を増大
ぞうだい

し、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

からの受注
じゅちゅう

を増
ふ

やす仕組
し く

みづくりや仕事
しごと

づくりを推進
すいしん

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

者
しゃ

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

推進
すいしん

法
ほう

に基
もと

づき、京都
きょうと

府
ふ

において、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

の提供
ていきょう

す

る物品
ぶっぴん

・サービス
さ ー び す

の優
ゆう

先調達
せんちょうたつ

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

します。 

 また、府内
ふない

市町村
しちょうそん

へも積極的
せっきょくてき

な取組
とりくみ

を働
はたら

きかけます。 

 

 

 ７ スポーツ
す ぽ ー つ

、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

、レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

一人
ひとり

ひとりの個性
こせい

と能力
のうりょく

を活
い

かし、障害
しょうがい

のある人
ひと

が生
い

きがいをもって

人生
じんせい

を送
おく

れるよう、スポーツ
す ぽ ー つ

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

をはじめとする社会
しゃかい

活動
かつどう

を推進
すいしん

します。 

 

  (1) スポーツ
す ぽ ー つ

、レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

や、潤
うるお

いのある生活
せいかつ

を促進
そくしん

するため、引
ひ

き続
つづ

き、

スポーツ
す ぽ ー つ

、レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の推進
すいしん

を図
はか

ります。また、その活動
かつどう

による障害
しょうがい

のある人
ひと
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とない人
ひと

の交流
こうりゅう

の機会
きかい

を通
とお

して、相互
そうご

理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のスポーツ
す ぽ ー つ

競技力
きょうぎりょく

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

し、「全国
ぜんこく

車
くるま

いす駅伝
えきでん

競走
きょうそう

大会
たいかい

」や

「全
ぜん

京都
きょうと

障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

」の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

がスポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

に日常的
にちじょうてき

に親
した

しむため、「心身
しんしん

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

のつどい」や「障害
しょうがい

者
しゃ

ふれあい広場
ひろば

」の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

   ○ スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

を促進
そくしん

するための指導者
しどうしゃ

の養成
ようせい

、組織
そしき

の強化
きょうか

に努
つと

めま

す。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のスポーツ
す ぽ ー つ

活動
かつどう

を保障
ほしょう

するため、府立
ふりつ

の体育
たいいく

施設
しせつ

（府立
ふりつ

体育館
たいいくかん

、丹波
たんば

自然
しぜん

運動
うんどう

公園
こうえん

及
およ

び伏
ふし

見港
みこう

公園
こうえん

、サンアビリティーズ
さ ん あ び り て ぃ ー ず

城陽
じょうよう

）において、障害
しょうがい

のある人
ひと

とその

介護者
かいごしゃ

を対象
たいしょう

にスポーツ
す ぽ ー つ

のつどいを実施
じっし

します。 

 

 

  (2) 文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

    障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

が活発
かっぱつ

に行
おこな

われるよう、芸術
げいじゅつ

系
けい

大学
だいがく

などと連携
れんけい

して、

その環境
かんきょう

整備
せいび

を行
おこな

い、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

の芸術
げいじゅつ

作品
さくひん

の

素晴
す ば

らしさの周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

を通
つう

じて障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の交流
こうりゅう

を

促進
そくしん

し相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めます。 

 

   ○ 芸術
げいじゅつ

系
けい

大学
だいがく

などと連携
れんけい

して「きょうと障害
しょうがい

者
しゃ

文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

推進
すいしん

機構
きこう

」を創設
そうせつ

し、オール
お ー る

京都
きょうと

により障害
しょうがい

のある人
ひと

の文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を支援
しえん

します。 
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   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

によるアート
あ ー と

の素晴
す ば

らしさを周知
しゅうち

するとともに、アート
あ ー と

を通
つう

じて障害
しょうがい

の

ある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めるため、府内
ふない

数箇
すうか

所
しょ

でアート
あ ー と

作品
さくひん

の展示
てんじ

及
およ

びアート
あ ー と

製品
せいひん

の販売
はんばい

をする「アールブリュッ
あ ー る ぶ り ゅ っ

都
と

ギャラリー
ぎ ゃ ら り ー

」を設置
せっち

します。 

 

   ○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の芸術
げいじゅつ

文化
ぶんか

活動
かつどう

の可能性
かのうせい

を切
き

りひらき、障害
しょうがい

のある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さんか

の

促進
そくしん

を図
はか

るとともに障害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

と認識
にんしき

を深
ふか

めるため、「京都
きょうと

とっておきの芸術
げいじゅつ

祭
さい

」

を開催
かいさい

し、障害
しょうがい

者
しゃ

作品
さくひん

展
てん

、ものづくりワーク
わ ー く

ショップ
し ょ っ ぷ

等
とう

を行
おこな

います。 

 

 ８ 暮
く

らしの安心
あんしん

・安全
あんぜん

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

社会
しゃかい

において、安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、防災
ぼうさい

・

防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

、消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

と救済
きゅうさい

等
とう

を図
はか

ります。 

 

  (1) 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

    災害
さいがい

時
じ

のわかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、被害
ひがい

を受
う

けやすい高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

などの

要配慮者
ようはいりょしゃ

を適
てき

切
せつ

に避難
ひなん

支援
しえん

するための市町村
しちょうそん

の取組
とりくみ

の支援
しえん

など、防災
ぼうさい

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

 

   ○ 京都
きょうと

府
ふ

災害
さいがい

時
じ

要配慮者
ようはいりょしゃ

避難
ひなん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

において、市町村
しちょうそん

域
いき

や府
ふ

県域
けんいき

を超
こ

える大規模
だ い き ぼ

・

広域
こういき

災害
さいがい

時
じ

における病院
びょういん

、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

の避難
ひなん

・受入
うけいれ

を支援
しえん

します。 

 

   ○ 災害
さいがい

時
じ

に被害
ひがい

を受
う

けやすい高齢者
こうれいしゃ

、障害
しょうがい

のある人
ひと

などの要配慮者
ようはいりょしゃ

を適
てき

切
せつ

に避難
ひなん

支援
しえん

す

る計画
けいかく

策定
さくてい

、福祉
ふくし

避難
ひなん

所
しょ

や福祉
ふくし

避難
ひなん

コーナー
こ ー な ー

の設置
せっち

など市町村
しちょうそん

の取組
とりくみ

を支援
しえん

します。 
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○ 災害
さいがい

時
じ

に高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

などの要配慮者
ようはいりょしゃ

を適切
てきせつ

に支援
しえん

できる災害
さいがい

時
じ

福祉
ふくし

派遣
はけん

支援
しえん

隊員
たいいん

や福祉
ふくし

避難
ひなん

サポート
さ ぽ ー と

リーダー
り ー だ ー

を養成
ようせい

します。 

 

○ 原子力
げんしりょく

災害
さいがい

時
じ

に備
そな

えて、高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

などの要配慮者
ようはいりょしゃ

施設
しせつ

の放射
ほうしゃ

線
せん

防護
ぼうご

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

 

○ 京都
きょうと

府
ふ

広報
こうほう

テレビ
て れ び

番組
ばんぐみ

「みんなの京都
きょうと

ふらりー」、ラジオ
ら じ お

「きょうとほっと情報
じょうほう

」、広報紙
こうほうし

「きょうと府民
ふみん

だより」、ＳＮＳ
えすえぬえす

やホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

などの各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、防犯
ぼうはん

や災害
さいがい

情報
じょうほう

などを発信
はっしん

します。 

 

○ 気象
きしょう

警報
けいほう

や市町村
しちょうそん

の避難
ひなん

情報
じょうほう

などの災害
さいがい

に関
かん

する情報
じょうほう

や、要配慮者
ようはいりょしゃ

支援
しえん

のための

情報
じょうほう

を、お手元
てもと

の携帯
けいたい

端末
たんまつ

に即座
そくざ

に配信
はいしん

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

の確保
かくほ

に役立
やくだ

て

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

(2) 防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

    ファックス
ふ ぁ っ く す

やメール
め ー る

による緊急
きんきゅう

通報
つうほう

の推進
すいしん

や、携帯
けいたい

電話
でんわ

等
とう

を活用
かつよう

した防災
ぼうさい

・防犯
ぼうはん

情報
じょうほう

の

提供
ていきょう

、各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

した犯罪
はんざい

や交通
こうつう

事故
じ こ

に遭
あ

わないための情報
じょうほう

の発信
はっしん

など、防犯
ぼうはん

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

【参考
さんこう

】 

ＳＮＳ
えすえぬえす

 

  個
こ

人
にん

間
げん

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を促進
そくしん

し、社会的
しゃかいてき

なネットワーク
ね っ と わ ー く

の構築
こうちく

を支援
しえん

する、

インターネット
い ん た ー ね っ と

を利用
りよう

したサービス
さ ー び す

のことです。 
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   ○ 聴覚
ちょうかく

や言語
げんご

に障害
しょうがい

のある人
ひと

などが、犯罪
はんざい

被害
ひがい

に遭
あ

った時
じ

や事件
じけん

や事故
じ こ

を見
み

たときなどに、

直接
ちょくせつ

警察
けいさつ

に通報
つうほう

ができるよう「ファックス
ふ ぁ っ く す

110番
ばん

」及
およ

び「メール
め ー る

１１０番
ばん

」を運用
うんよう

してい

ますが、より一層
いっそう

利便性
りべんせい

の向上
こうじょう

を図
はか

り、広報
こうほう

に努
つと

めます。 

 

○ 防犯
ぼうはん

・犯罪
はんざい

発生
はっせい

情報
じょうほう

等
とう

を希望
きぼう

する方
かた

に対
たい

して、タイムリー
た い む り ー

に携
けい

帯電話
たいでんわ

やスマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

等
とう

へメール
め ー る

配信
はいしん

し、防犯
ぼうはん

意識
いしき

の高揚
こうよう

等
とう

に努
つと

めます。 

 

○ 聴覚
ちょうかく

に障害
しょうがい

のある人
ひと

などが地域
ちいき

安全
あんぜん

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を受
う

ける機会
きかい

を得
え

られるよう、映像
えいぞう

等
とう

の啓発
けいはつ

資料
しりょう

の活用
かつよう

や手話
しゅわ

のできる警察
けいさつ

職員
しょくいん

等
とう

による防犯
ぼうはん

教室
きょうしつ

を開
かい

催
さい

し、防犯
ぼうはん

指導
しどう

を

行
おこな

います。 

 

○ 広報紙
こうほうし

「きょうと府民
ふみん

だより」「府警
ふけい

あんぜん広場
ひろば

」や府警
ふけい

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

、交番
こうばん

・駐在
ちゅうざい

所
しょ

 

発行
はっこう

のミニ
み に

広報紙
こうほうし

等
とう

の各種
かくしゅ

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、犯罪
はんざい

や交通
こうつう

事故
じ こ

に遭
あ

わないための情報
じょうほう

を

発信
はっしん

します。 

○ 犯罪
はんざい

や交通
こうつう

事故
じ こ

を未然
みぜん

に防
ふせ

ぐため、事件
じけん

・事故
じ こ

などにつながる事前
じぜん

の情報
じょうほう

「ヒヤリ
ひ や り

・ハット
は っ と

情報
じょうほう

」を提供
ていきょう

します。 

 

○ 関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

し、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を図
はか

るなどして、認知症
にんちしょう

等
とう

のために徘徊
はいかい

する高齢者
こうれいしゃ

等
とう

を

早期
そうき

かつ適切
てきせつ

に保護
ほ ご

し、犯罪
はんざい

や事故
じ こ

から守
まも

るためのしくみを構築
こうちく

します。 

 

  (3) 消費者
しょうひしゃ

トラブル
と ら ぶ る

の防止
ぼうし

及
およ

び被害
ひがい

からの救済
きゅうさい

 

    くらしの安心
あんしん

推進
すいしん

員
いん

など地域
ちいき

と連携
れんけい

した見
み

守
まも

り活動
かつどう

の強化
きょうか

、府
ふ

・市町村
しちょうそん

が連携
れんけい

した消費者
しょうひしゃ

相談
そうだん

の実施
じっし

、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の活用
かつよう

などにより、障害
しょうがい

のある方々
かたがた

に係
かか

る消費者
しょうひしゃ

トラブル
と ら ぶ る

の
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防止
ぼうし

及
およ

び被害
ひがい

からの救済
きゅうさい

を図
はか

ります。 

 

   ○ くらしの安心
あんしん

推進
すいしん

員
いん

など地域
ちいき

と連携
れんけい

した見守
まも

り活動
かつどう

の強化
きょうか

や消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

員
いん

による

出前
でまえ

講座
こうざ

・出 張
しゅっちょう

相談
そうだん

を実施
じっし

し、消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の掘
ほ

り起
お

こしや未然
みぜん

防止
ぼうし

に取
と

り組
く

むとともに、

事業
じぎょう

者
しゃ

指導
しどう

等
とう

を通
つう

じ、悪徳商
あくとくしょう

法
ほう

等
とう

の撃退
げきたい

に取
と

り組
く

みます。 

  

   ○ 府
ふ

・市町村
しちょうそん

が連携
れんけい

し、消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

に当
あ

たるとともに、府
ふ

・市町村
しちょうそん

相談
そうだん

員
いん

や弁護士
べ ん ご し

等
とう

で

構成
こうせい

する「消費者
しょうひしゃ

あんしんチーム
ち ー む

」で困難
こんなん

事案
じあん

に対処
たいしょ

します。 

 

○ 家庭
かてい

裁判
さいばん

所
しょ

、市町村
しちょうそん

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

の関
かん

係
けい

団体
だんたい

と連携
れんけい

し、高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある人
ひと

を

消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

などから守
まも

る成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の正
ただ

しい知識
ちしき

の周知
しゅうち

を図
はか

り、制度
せいど

の適切
てきせつ

な利用
りよう

を

促進
そくしん

します。 

 

    ○ 消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

にあわないために、また、よりよく生活
せいかつ

できるようにするために、障害
しょうがい

のあ

る方々
かたがた

にも受
う

け入
い

れやすい消費者
しょうひしゃ

教育
きょういく

に取
と

り組
く

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


